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【はじめに】 

牛伝染性リンパ腫ウイルス（BLV）は感染牛の数％

に致死的な地方病型牛伝染性リンパ腫を引き起こす

ことが知られている。しかし、感染牛の大部分は無症

状で経過するため経済的損失が顕在化しにくく、肉用

牛繁殖農家の清浄化への取組を妨げる一因となって

いる。そこで、BLV 清浄化対策に対する意識向上を目

的とし、BLV 感染牛を飼養することが経営に与える影

響を提示するため、BLV 感染と生産性の関連について

調査したので概要を報告する。 
 
【材料及び方法】 
（1）感染状況調査・BLV 遺伝子量調査（図 1） 

2015 年から 2023年までに管内繁殖農家 19戸で飼養

する繁殖雌牛 805 頭から採取した血液を用いて BLV
抗体 ELISA を実施、BLV 抗体陽性牛を感染牛（P 群）、

抗体陰性牛を非感染牛（N 群）として分類した。また、

P 群については、リアルタイム PCR で血中 BLV 遺伝

子量を測定し、1～500copy/50ng（L 群）、500～2,000 
copy/50ng（M 群）、2,000 copy/50ng（H 群）の 3 群に

分類して調査に供した。 
 
（2）経済形質との関連調査（図 2） 

肉用牛繁殖経営に関する経済形質として、平均分娩

間隔、産子の子牛市場出荷時一日当り増体量（DG）、

子牛市場取引価格を設定し、これらの項目が、BLV 感

染の有無および BLV 遺伝子量により差が現れるか統

計学的手法により検討した。 
 
【結果】 
（1）感染状況調査・BLV 遺伝子量調査結果（図 3） 

調査を実施した 805 頭中 364 頭(45％)が P 群、441 頭

（55%）がＮ群として分類された。また、P 群のうち

206 頭について BLV 遺伝子量を測定した結果、93 頭

がＬ群、62 頭がＭ群、51 頭がＨ群に分類された。 

図 1 感染状況調査・BLV 遺伝子量調査 

図 2 経済形質との関連調査 

図 3 感染状況調査・BLV 遺伝子量調査結果



（2）経済形質との関連調査結果（図 4・5） 
BLV 感染の有無（P・N 群間の比較）により各

経済形質に差が現れるか検討した結果、N 群去

勢産子の市場出荷時 DG は P 群去勢産子に比べ

て有意に大きかった。また、市場取引価格は、

去勢・雌ともに N 群産子は P 群産子に比べ有意

に高かった。 
BLV 遺伝子量による分類（L・M・H 群間の比

較）で各種経済形質に差が現れるか比較をした

が、今回の調査では有意な差は認められなかっ

た。 
 
【まとめと考察】 
（1）BLV 感染と市場出荷時 DG および市場取引

価格との関連性（図 6） 
DG の比較検討から、BLV 感染牛の産子は発

育面で不利になることが示唆された。また、発

育に応じて市場取引価格にも差が現れた。 
これまで、BLV 感染は細胞性免疫を抑制し日

和見感染への感受性を高めること、乳牛におい

て感染牛は泌乳量が減少すること等の報告があ

る。このことから、子牛市場出荷時の DG の低

下は、BLV 感染により妊娠期間や周産期中に母

牛が消耗し、産子の生時体重や哺乳量が減少し

たことに起因するものと推察した。 
 
（2）BLV 感染と分娩間隔の関連（図 7） 

分娩間隔では感染牛と非感染牛の間に差は認

められなかった。分娩間隔は、発情の見逃し、

授精技術、栄養状態などの飼養管理面を主体と

して様々な環境要因によって変動するため、今

回の調査では BLV 感染による影響は把握する

ことができなかった。 
 

（3）BLV 感染牛を飼養することによる経済的

損失（図 8） 
BLV感染牛の産子は、非感染牛の産子に比べ、

去勢で 61 千円、雌で 22 千円、両性の平均で約

42 千円の損失が発生することが判明した。当家 
保管内の繁殖農家の平均的飼養状況に当てはめ 
て試算した場合、一戸当たり一年間で 241 千円 
の損失が発生する結果となった。 

図 4 子牛市場出荷時 DG 比較結果（P・N 群

間） 

図 5 子牛市場取引価格の比較結果（P・N 群

間）  

図 6 BLV 感染と市場出荷時 DG および市場

取引価格との関連について 



 
今回得られた指標を活用し、BLV 感染牛を飼養することによる経済的損失を生産者に普及

することで、BLV 清浄化に対する意欲向上につなげていきたい。 
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図 7 BLV 感染と分娩間隔の関連について 
 

図 8 BLV 感染牛を飼養することにより被る

経済的損失 


